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★第１５例会のご案内　　………………………………………………………・・
■日　時：第１５回：２００６年４月２日（日）

■交通のご案内：名古屋市中村生涯学習センター
（地下鉄東山線「本陣」駅４番出口より南西へ３００ｍ）

※遺族会に関する問い合わせは、上記会場へは絶対になさらないようにお願い致します。（会場の場所や、行き方についての問い合わせもご遠慮ください。）

※公共交通機関でお越しください。

■参加費：１,０００円（会場費・コピー代などに充当します）

★２００６年春！遠足のお知らせです！……………………………………・・

☆日時：４月16日(日)　11:15名鉄豊田新線　黒笹駅前に集合 

☆行き先：愛知牧場（愛知県日進市米野木町南山977） http://www.aiboku.com/ 

バーベキューをします！

☆費用:3,000円（予定） 

☆申し込み先：事務局 （メール・ファックス・郵便等でお申し込みください）

☆申し込み期限：４/9(日) 

...★...★....　遠足の会について　...★...★....
遺族会に参加したことのある方ならどなたでもご参加になれます。遠足の会の代表は野村さんです。
遠足の日程などは、決まり次第、トップページ・メールマガジン・リメンバーしんぶんなどでお知らせ致します。
行き先や日程の相談などは、メーリングリストで行っています。
パソコンのメールアドレスをお持ちの方は、ぜひご参加ください。メーリングリスト参加のお申し込みは、remember_nagoya@yahoo.co.jp　までどうぞ。
★「自死について考える連載企画」取材協力の依頼がきています。……・・
新聞記者の方から、取材協力の依頼が来ています。（詳細は同封の記者の方からのお手紙をごらんください。）

今回は、会そのものの紹介ではなく、ご遺族の皆様や、自死されたご本人についての記事になるようです。

したがって、この取材は、当会からみなさまに協力をお願いするものではありませんが、

「事務局を通してやりとりをしたい」方は、事務局にご連絡いただければ、連絡の仲介をさせていただきます。

一度話をきいてみてから判断したい、というのでも構わないそうです。なお、取材のための聴き取りは、皆様にご無理のない範囲で、じっくり日にちをかけてしてくださるそうです。

★自死遺族の権利について考えてみませんか………………………………・・

設立まもない２００４年の春、メンバー１０数名が集まり、自死遺族の権利宣言について検討しました。 
交通遺児への支援、医療事故の被害者や、犯罪被害者への弔慰金、死にゆく人（末期の患者さん）に対して国が割いている予算、等々と比較し、「自死遺族への支援は立ち遅れているのではないか」「社会保障制度が何も無い」 
「親が自殺したからといって、進学できないなんておかしいじゃないか」という話をしていました。

あれから２年。 
私たち自身のおかれている状況も、もしかすると変化してきているかもしれません。 
「ここはこういう風に変えた方がよいのでは」というようなご意見がありましたら、お寄せください。 



＜自死遺族の権利宣言　草案　＞（花井さんが起案してくださいました） 

１、 平穏かつ安全に生活する権利 
自死者およびその遺族は、自死の発生からおこるプライバシーの侵害から守られ、平穏かつ安全に生活する権利が保障される。 


２、 公正な処遇を受ける権利 
自死者およびその遺族は、公正で、かつ個人の尊厳に配慮した、処遇を受ける権利を有する。 


３、 支援を受ける権利 
自死遺族は、社会的、医療的、経済的、精神的およびその他の社会生活上の支援を受ける権利を有する。 


４、 再被害（二次被害）から守られる権利 
自死遺族は、取り巻く環境から発生する再被害（二次被害）の脅威から守られる権利を有する。 


５、 日常生活の回復と幸福追求の権利 
自死遺族は、深い自責の念にとらわれており、その呪縛からの心の解放を求める。さらに、日常生活の心の回復と幸福追求の権利が保障される。 


６、 進学確保の権利 
親族の自死により、経済的・社会的要因により自死遺族者の進学が妨げられることのないよう、進学確保の支援を受ける権利を有する。 


７、 情報提供を受ける権利 
自死遺族は、事柄に関する刑事・司法・医学上の手続きおよび保護手続きに関する情報、並びに精神的・経済的回復のために利用できる諸制度に関する情報の提供を受ける権利を有する。
★総理大臣に手紙を書こう！企画。……………………………………………・・
総理大臣に、お手紙を書くことにしました。家族を自殺でなくして、こんなことに困っている、こんなことに苦しんでいる、など、総理大臣にお伝えしたいことを、リメンバー事務局にお送りください。 

「自死遺族の権利宣言　草案」とともに、「自死遺族の声」として、まとめて届けたいと考えています。 

形式は自由ですが、できるだけ、A４サイズ・横書きでお願いします。お名前・連絡先を明記の上、メールもしくは郵便にてお送りください。しめきりは、３月３日（金）必着とさせていただきます。 

（いつもながら急ですみません、手紙をお渡しする日の都合です。）

なお、当会は、自殺予防に関する活動は行っておりません。「自殺予防対策への提言」を会の活動として行うことは致しません。

★「命リセット」ｗａｔａｒｉさん講演会……………………………………・・

■日時：　３月２５日（土）１３：００～１５：４０

■場所：刈谷市産業振興センター　あいおいホール（ＪＲ刈谷駅北口）

■主催：精神障がい者・その家族が安心して夢を持って暮らせるまちづくりの会設立準備会

■問い合わせ：平日９～１７時　ＴＥＬ０５６６－４６－８２９５　あおみセンター　水野
＜水野さんが、前回の遺族会でチラシをご持参くださいました。＞

★遺族会に「生活相談コーナー」ができました。……………………………・・

遺族会の当日に、「生活相談コーナー」ができました。 
相談スタッフは、花井さんです。 
花井さんは、経営コンサルタントの専務取締役であり、 行政シンクタンクの主任研究員をしていらっしゃるそうです。花井さんご自身もご家族を自死でなくされています。
お気持ちのつらさ、悲しさだけではなく、生活のこと、お金のこと、法律のことなど、実際的なことを相談してみたい方は、ご予約ください。定員１名です。（※遺族会当日のみの開設です。メール相談などはお受けできませんのでご了承ください。）
★ご寄付いただきました…………………………………………………………・・
	太田茂男様　金10,000円

昨年の「喪失体験をした子どものケア」研修にいらした太田様から、お手紙とともに、会へのご寄付をいただきました。

志野様　　　金26,191円　

前回の遺族会で、あるご遺族の方がお持ちくださいました。

亡くなった娘様・志野さんの預金を解約なさり、そのお金をご寄付いただきました。

大切に使わせていただきます。ありがとうございました。


リメンバーの活動は、毎回みなさまにご協力いただいている参加費のカンパ１０００円と、ご寄付からなりたっています。２００５年度の会計報告は次号のリメンバーしんぶんにてさせていただきます。

★「リメンバー福岡」のご案内　　……………………………………………・・

■日　時：２００６年３月１２日（日）午後２時１５分～５時　（午後２時　受付）

■会　場：あいれふ　　福岡市中央区舞鶴２-5-1

■問い合わせ・参加申し込み先：F A X：０９２－５２５－２３０８　　　

メール：rem.hukuoka@wood.dti2.ne.jp
★「リメンバー神戸」のご案内　　……………………………………………・・

■日　時：200５年３月５日（日）受付　１時４０分～　開始　２時～ 

■会　場：はやしやまクリニック　１階　神戸市長田区林山町7-5　 TEL078-612-1959 FAX078-612-1957■問い合わせ・参加申し込み先：TEL.078-642-0424　FAX078-612-5220　

もしくは、電子メール　ryanryan@mta.biglobe.ne.jp　まで
★ボランティアスタッフ募集　　……………………………………………・・

1 会場予約　

2 配布資料作成・コピー等、事前準備

3 アンケート集計等、遺族会後の資料・データ整理

4 当日ボランティア（受付・案内係・託児など）　

5 懇親会幹事　遺族会の後、懇親会を企画してくださる方

6 ホームページ担当

7 会計担当

8 メルマガ担当…メールマガジンの発行・管理をお願いします。簡単です。

9 ファシリテーター

①～⑤は単発でも結構です（都合のよいときだけでOK）。⑥～⑨は継続的にお願い致します。

興味がおありの方は、ご連絡くださいませ。

· 絵本「君といたとき、いないとき」作・絵：ジミー＜幾米＞　訳：宝迫典子　小学館1,365円…・・

見えていたものが、見えなくなってしまった。

風が、心の中を吹きぬけていき、

覚えていたことも、今はもう思い出せない。

ただ、霧がかかったような記憶の影が

かすかに揺れる

★連絡先、その他　………………………………………………………………・・
■e-メール：remember_nagoya@yahoo.co.jp 

■FAX：020-4668-8925　(電話ではありません)　■郵便：〒458-8799　緑郵便局留め

■メールマガジン：登録はこちらから→　http://mini.mag2.com/i/m/M0033699.html
※「mag2from」という差出人名で、「ミニまぐ登録受付」という題名のメールが届きますので、

そのメール本文の中のホームページアドレスを押してください。そのメールを捨ててしまうと、登録が完了しません。
郵送会員の方は年会費１０００円をお願い致します。


最近、古書店によく行っています。死別の悲しみに役立つ本は、新刊本のお店よりも古書店の方にたくさんあるんだなあ、と感じています。たくさんの人が読んでいるのですね。またよい本があればご紹介していきます。

　　　　　　リメンバー名古屋自死遺族の会　鷹見
Watari氏プロフィール：映画「Ｓｈａｌｌ　ｗｅ　ダンス？」の演出・振付、「ウリナリ芸能人社交ダンス部」に「金髪先生」として出演後、母の自殺をきっかけにうつ病を発症。５年間の闘病生活を綴った「リセット」を出版。





※「遠足の会」といっても、せっせせっせ歩くわけではなく、 


牧場で動物などをみたりしながら、のんびり過ごすことになると思います。(体力は要りません) 


遺族会に参加したことのある方はどなたでもご参加になれます。お気軽にお申し込みください。








かずこさんが会場予約の抽選に並んでくださいました！

















